
議会広報広聴特別委員会 ワークショップ開催要領 
 
1. ワークショップの目的 
 流⼭市議会の広報広聴の意義や思いを⾃分たちの⾔葉で表現する。 
 前項に対して、問題点や課題の洗い出しをする。 
 議会だより、議会Web改善のアイデアを出しあう。 
 
2. ワークショップの内容 
 「ワークショップ」と言っても様々なやり方があるが、今回は以下の通りとする。 
 委員を２グループに分けてダイアログ（対話）を⾏う。 
 より良いアイデアを出すことができるよう、各⾃は前向き・建設的に議論する（ダイ
アログ方式）※他者の意⾒を否定する発⾔はしない。 

 ホワイトボードや付箋も活⽤して、各⾃の意⾒がなるべく多く出るようにする。 
 参加メンバーは議会広報広聴特別委員会委員、議会広報サポーター、議会事務局とす
る（将来的には、⼀般市⺠が参加する形式も検討課題としたい）。 

 必要に応じて、グループのメンバーを変更し、多様なコミュニケーションを図る。 
 
3. スケジュール 
 ワークショップの実施スケジュールは以下を想定。 
 ※進⾏状況に応じ、変更する可能性もあり。 
 

実施日 ワークショップの内容 
（1）10月21日（月） 

9:30〜12:00 
【現状の広報広聴の問題点や課題、目指すべき方向について】 
 議会広報広聴の問題点や課題、目指すべき方向について
対話をする。 

 今回は各自の考えを表明し、相互理解を深めることが目
的であり、協議して意⾒収束をすることではない。 

（意⾒のとりまとめ）  正副委員⻑および議会広報サポーターが「（1）10月21
日」のワークショップで提⽰された意⾒について論点を
とりまとめる。 

（2）11月●日（●） 
※必要に応じて、11月に複
数回開催する可能性もある 

【議会だより、議会Webの具体的課題と改善の方向性】 
 冒頭で、10月21日のワークショップの内容を振り返る 
 議会だより、議会Webについて具体的な課題の洗い出し
と改善の方向性について対話する。 

（意⾒のとりまとめ）  正副委員⻑および議会広報サポーターが「（2）11月●日」
のワークショップで提⽰された意⾒について論点をとり
まとめる。 

 また、その意⾒を踏まえて、議会広報サポーターが「議
会だより」「議会Web」の改善案を検討する。 

（3）12月●日（●） 【議会だより＆議会Webの具体的な改善案について】 
 正副委員⻑および議会広報サポーターにて作成した改善
案をもとに対話し、決定する。 

その他  その他、議会広報広聴に関する事項について、適宜ワー
クショップ形式で開催（ICT分掌事項について、など） 

 
 



4. 10月21日（月）の第1回ワークショップの内容 
1） 概要 
 委員（10名）を2グループに分け、下記のテーマについて対話する。 
 議会サポーター（2名）、議会事務局職員（2名）も、それぞれのグループに分かれ、
ダイアログに参加する。 

 
2） 役割分担 
 グループごとに「司会進⾏」「書記」「タイムキーパー」「発表者」を委員から選定する。 
 議会サポーターは各⾃の考えを発⾔するとともに、司会進⾏を⽀援する。 
 議会事務局職員は書記を補佐する。 
 
3） ダイアログのテーマ 
 ワークショップ①：現状の議会広報広聴の問題点や課題について。 
 ワークショップ②：議会広報広聴の目指すべき方向について。 
 
4） 意⾒の記録について 
 付箋やホワイトボード等を活⽤し、可能な限り、参加者の意⾒を記録する。 
 
5） 時間割 

時間 ワークショップの内容 
00:00〜00:10 
（説明） 

 進め方の説明 

00:10〜01:15 
（ワークショップ①） 

 【テーマ】現状の議会広報広聴の問題点や課題について 
・ 議会だより、議会Webに限らず流⼭市議会の広報広
聴について問題点や課題を洗い出すことを目指す 
例）求めている情報に辿り着きにくい 
例）読者目線で編集できていない 

 時間割 
・ 役割分担の決定（2分） 
・ ダイアログ（55分） 
・ 発表と質疑（8分（発表2分×2、質疑4分）） 

01:15〜01:25 
（休憩） 

 休憩 

01:25〜02:30 
（ワークショップ②） 

 【テーマ】議会広報広聴の目指すべき方向について 
・ ワークショップ①で洗い出した課題を踏まえて、流
山市議会の広報広聴が今後目指すべき方向性につい
て対話する 

 時間割 
・ 役割分担の決定（2分） 
・ ダイアログ（55分） 
・ 発表と質疑（8分（発表2分×2、質疑4分）） 

 
 


